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エコミュージアムとは、エコロジー（生態学）とミュージアム（博物館）を合わせた造語で、その
地域そのものが、生きた貴重な資料であるという考え方の下に、地域の歴史や文化、自然について
学び、地域への愛着を深め、交流を深めていく活動です。 

縄文時代から令和へ 

 

左
の
「
草
原
」
の
下
に
は
古
代
人
の
生
活
の
跡
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
「
石
塚
」
の
地
名
が
あ
っ
た
谷
ヶ
原
の
こ
の
地
に
科
学
的
な
調
査

が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
初
期
（
一
九
三
〇
年
頃
）
か
ら
で
す
。
以
来
度
々

発
掘
研
究
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
「
川
尻
石
器
時
代
遺
跡
」
と
そ
の
周
辺
は
旧
石
器
時
代
か
ら

近
世
に
至
る
ま
で
の
多
数
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

中
で
も
谷
ヶ
原
の
「
川
尻
遺
跡
」
は
旧
石
器
時
代
に
は
ナ
イ
フ
型
の
石

器
文
化
、
縄
文
時
代
に
は
草
創
期
か
ら
晩
期
ま
で
出
土
し
て
い
ま
す
。
中

期
に
は
竪
穴
住
居
が
５
０
軒
ほ
ど
確
認
さ
れ
、
後
期
に
は
配
石
墓
２
０
基
、

晩
期
に
は
掘
立
の
柱
建
物
址
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。「
川
尻
遺
跡
」
の
特

色
は
遺
構
や
建
物
に
よ
り
草
創
期
か
ら
半
期
ま
で
総
て
の
時
期
の
生
活
の

痕
跡
が
あ
る
こ
と
で
す
。 

国指定の草原 

  

  

 

左
上
の
写
真
は
「
川
尻
遺
跡
」
に
隣
接

す
る
「
谷
ヶ
原
浄
水
場
」
の
工
事
に
伴
っ

て
発
掘
調
査
し
た
時
に
出
土
し
た
縄
文
時

代
の
「
勝
坂
式
」
土
器
で
す
。「
勝
坂
式
」

土
器
に
つ
い
て
國
學
院
大
學
の
小
林
達
男

教
授
は
、
平
成
十
五
年
に
『
勝
坂
遺
跡
の

あ
る
風
景
～
遺
跡
を
イ
キ
イ
キ
さ
せ
る
に

は
』
の
基
調
講
演
で
次
の
よ
う
な
趣
旨
を

語
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

「
縄
文
人
の
世
界
観
と
い
う
か
、
信
念

を
そ
こ
に
表
現
し
よ
う
と
い
う
意
気
込
み

が
、
は
っ
き
り
と
窺
わ
れ
る
こ
ん
な
す
ば

ら
し
い
土
器
で
す
」 

 

そ
う
し
た
遺
跡
の
あ
る
所
に
住
ん
で
い

る
私
た
ち
は
、
遺
跡
を
子
々
孫
々
に
伝
え

る
大
切
な
勤
め
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
樋
口 

孝
治
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今回のトピック ■縄文時代から令和へ ■しろやまミニ図鑑「庁舎のレリーフ」 

■活動報告 ■城山検定 ■インフォメーション（ツアーのお知らせ） 

（かながわ考古学財

団） 

勝坂式土器 

～川尻石器時代遺跡からのメッセージ～ 



＜新磯公民館成人学級に講師派遣とガイド＞ 

 

 

城山総合事務所（旧城山町役場）庁舎のほぼ中央

に赤茶色のレンガの外壁があり、さまざまな形の浮

彫（レリーフ）があります。 

昭和 55 年 5 月 5 日役場庁舎誕生とともにこの外

壁も生まれました。 

 浮彫の内容は、美術品でいえば国宝に相当する国

が守るべき史跡の一つ「川尻石器時代遺跡」から発

掘された石器や土器を図案化したもので、発掘、調

査には地元の人たちも参加しています。私たちの地

域には数千年の昔から人が住み、それぞれの時代を

生きてきたことを地域の人たちの誇りとして末長

く伝えたいという意図が強く感じられます。 

 当時は県下の青少年の人口が急増し、県は県立高

校の「百校建設計画」を進めており、長州一二（な

がす かずじ）県知事が建設に当って建設費の１％

を「文化的な薫りのあるものに使ったらどうか」と

いう「文化１％論」を県下の市町村にも推奨してい

ました。城山町も役場庁舎の建設に当り、県知事の

考え方に呼応したものです。城山町 50 年間の歩み

の中で、後世に伝えるべき唯一の文化遺産として昭

和に生きた人たちが令和の私たちに示した貴重な

かけがえのない遺産です。      （山口 清） 

 2月 10日（日）城山公民館にて、第 4回の表記研究集会を

開催しました。今回は相模原市立博物館学芸員の河尻清和氏

に、「丹沢衝突！南から来た海底火山」と題して講演をいただ

きました。普段は意識することのない足元の大地の成り立ち

を理解することができました。また、委員会からは平成 30年

の活動報告を行いました。昨年以上に多くの方々に出席（一

般 64 名、委員 14 名）していただき、盛況裡に終わることが

できました。              （佐々木 徹） 

〈レリーフに刻まれたことば〉 

この浮彫りは城山町内から出土した縄

文時代の石器、土器の文様をもとに構成

したものである。 

数千年の昔から清冽
せいれつ

な川の流れと緑豊

かな台地の上に人々は集い、村をつくり、

のびやかに力づよく生きつづけてきた。 

 今、私達はこのふるさとの自然を守り、

さらに住みよい子孫に誇れる町づくりを

めざして、ひとりひとりの力を結集して

いきたい。 

 

「城山エコミュージアムのつどい」 

を開催しました  

 

＜城山公民館まつり 出展＞ 

 平成 31年３月９日（土）10日（日）城山公民館まつりに、

30 年度の城山エコミュージアムツアー「小松城 伝説の里を

歩く」の内容と龍籠山からの大パノラマ写真を展示しました。

大パノラマ写真は、森久保委員が日々撮りためたもので、解説

があってわかりやすく特に好評でした。（金子 直美） 

  

＜２０１９年度城山エコミュージアム委員会全体会開催＞ 

4月 14日（日）城山公民館にて開催された全体会では、委員会の前年度の事業報告と 2019年度の主

催行事や、出展・ガイド協力、広報活動などの年間計画が話し合われ、19年度の事業計画と予算が承

認されました。（田畑 房枝）盛況を修める 

 
城 山 検 定 

問題 これは何の写真？ 

葉山島を散策中、茶畑周辺に高さ５～６ｍ

の所にファンを付けた柱が何本もあるのを

見かけました。これは何のためにあるのでし

ょうか。 

過日、市内南区新磯公民館の成人学

級から依頼があり、城山エコミュージ

アムの活動について紹介しました。 

 まず６月 13日（木）に塩谷委員長他

４名が先方に出向き、エコミュージア

ムの考え方と日ごろの活動をプレゼ

ン、先方参加者は 25名ほどでした名ほ

どでした。 

 ６月 27 日（木）には先方から 21 名

が来館し、久保沢⇒谷ｹ原⇒津久井湖ま

でのコースを実際に案内し、大いに参

考になったとの感想をいただきまし

た。 

（柳井 正晴） 

 

新磯公民館 講義

議 
久保沢観音堂 

庁舎外壁の浮彫
レリーフ

 

知ってナットク！ 

し ろ やま 



 

 


